
神戸大学 「戦略性が高く、意欲的な計画」（１）

ユニット１：グローバル人材育成に向けた国際通用力の強化

概 要

全学生の海外派遣を行う新学部の設置、新たなダブル・ディグリー・プログラムの開発及び教員と学生
が一体となった「ユニット交流システム」を活用した特色ある教育を実施するとともに、全学的に英語コー
ス・外国語による授業やアクティブラーニングの充実を行うなど、教育プログラムの国際通用力を強化し、
また、海外フィールドワークやインターンシップ、留学生支援を充実させ、これらの取組により、留学生の受
入を2,000人、派遣を1,200人に増加させる。

No. 中期計画

【１－１】
グローバルな視点で諸課題の解決に向け主体的に行動する実践型グローバル人材を育成するため、学士課程及び大学院課程教育における
ディプロマ・ポリシーを点検・見直し、学部・大学院一貫プログラムやダブル・ディグリー・プログラムを30コース以上に増加させるなど、国際通用力を
有する質の高い教育を展開する。

【２－１】
学士課程及び大学院課程において、カリキュラム・ポリシーに基づいて編成した教育課程にナンバリングを導入し、より体系的な教育を展開す
るとともに、平成28年度からのクォーター制の導入及び英語コース・外国語による授業の充実（全授業科目の10％）等により、国際通用力を
強化した教育プログラムを展開する。

【２－２】
学士課程教育においては、幅広い教養と基本的な専門能力を修得させるため、４年間を通じて教養教育と専門教育が有機的に連携したカ
リキュラムへの再編を平成28年度から進めるとともに、フィールドワークを重視する新学部の設置を推進力として、アクティブラーニングを活用した
教育プログラムを全学的に実施する。また、「理工系人材育成戦略」を踏まえ、基礎科目の強化や国際化を図ったプログラムを実施する。

【12－１】

先駆的に取り組んできたEUエキスパート人材や東アジアにおけるリスクマネジメント専門家を養成するプログラムのノウハウを活用して、新たなダ
ブル・ディグリー・プログラムを開発する。さらに、神戸オックスフォード日本学プログラムを発展させ、海外大学の日本研究科等とのネットワークに基
づく「現代日本プログラム」において、教員と学生が一体となった「ユニット交流システム」を活用した教育を実施するなど、国際通用力を強化した
教育プログラムを展開する。

【12－２】
「経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援事業」や「神戸グローバルチャレンジプログラム」など、国際化を図ったプログラムを全学
的に展開し、外国語による授業科目の増加（全授業科目の10％）、海外フィールドワークやインターンシップの実施、留学生支援の充実によ
り、学生交流を促進し、留学生の受入を2,000人、派遣を1,200人に増加させる。

【20－２】
持続可能なグローバル共生社会の実現を目指し、グローバル・イシューを解決できる人材を養成するため、平成29年度に既存の学部を再編
統合した新たな学部を設置する。



ユニット２：イノベーション創出に向けた研究の拡充

既存の学問領域の枠を越えた新研究科や独自の先端融合研究組織を設置・拡充し、戦略を柔軟
に実行できるよう研究実施体制の見直しを行い、イノベーション創出や社会的課題の解決に向けて活
動するプロジェクトを重点的に支援するとともに、イノベーションの芽を創出する研究段階から科学技術の
実用化・社会実装する段階までを見通した産学連携体制を構築し、イノベーションの創出に資する成
果や新しい文理融合型プロジェクトの成果を累計20件創出する。

神戸大学 「戦略性が高く、意欲的な計画」（２）

概 要

No. 中期計画

【２－３】

大学院課程教育においては、各専門分野に関する深い知識と柔軟な思考力を持ち、創造的に問題を解決し、社会をリードできる高度な人
材を養成するための先端的カリキュラム・分野融合カリキュラムを編成するなど、教育内容を充実する。特に、平成28年度に新設する「科学技
術イノベーション研究科」については、自然科学分野と社会科学分野の学問領域の枠を越えた新たな教育プログラムを産学協同により実施する
とともに、平成30年度の同研究科博士課程の設置を目指して教育プログラムを開発する。

【７－１】

新たな価値の創造や将来的な社会実装までを見据えて、新領域・分野横断研究の萌芽や独創性のある研究を育成する仕組みを構築し実
践する。また、イノベーション創出に向けて科学技術のみならず社会システムも対象とし、神戸大学独自の先端融合研究組織を基盤としたプロ
ジェクト等を重点的に支援することにより、先端研究・文理融合研究を充実・発展させ、イノベーションの創出に資する成果や新しい文理融合型
プロジェクトの成果を累計20件創出する。

【８－１】

戦略企画本部、リサーチ・アドミニストレーター組織及び連携創造本部の密な連携を図り、研究の分析・評価に基づく戦略・計画の企画立案
体制を強化する。また、平成28 年度に改組する神戸大学独自の先端融合研究組織を中心に「社会システムイノベーション」、「未来都市」等
のプロジェクトを立ち上げるとともに、機能強化のため設置した「海洋底探査センター」を拡充するなど、戦略を柔軟に実行できる研究実施体制
の見直しを行う。

【９－１】
「合成バイオ」技術の開拓・社会実装や「シグナル伝達」研究の診断・治療応用における神戸医療産業都市の企業等との連携、環境・エネル
ギーに関わる機能性「膜」技術の統合的研究における50社以上の企業との連携をはじめとして、イノベーションの芽を創出する研究段階から科
学技術を実用化・社会実装する段階までを見通した共同研究や技術指導、連携教育の取組を実施する。

【20－３】
平成28年度に新設する大学院「科学技術イノベーション研究科」において行う先端科学技術研究（バイオプロダクション、先端膜、先端IT、
先端医療）とアントレプレナーシップ研究を深化・発展させ、科学技術イノベーションにつながる質の高い研究シーズを作り上げるとともに、優れた
ビジネスモデルを構築することで、ベンチャー企業の起業等につなげるため、平成30年度に同研究科博士課程を設置する。



ユニット３：国際的水準の研究の促進

EU、東・東南アジア、北米を重点地域とし、地域ごとの交流戦略により共同研究を活発化させ、世界
トップレベルの研究チームの誘致、教員と学生のユニット派遣、若手教員の長期海外派遣、研究環境
や人事制度の充実を行うとともに、地域に位置するスーパーコンピュータ「京」、大型放射光施設
「SPring-8」等の世界有数の科学技術インフラを活用した研究を強化することにより、国際共著論文を
倍増させ、影響力のある学術研究成果（引用度トップ１％論文）を150報創出する。

神戸大学 「戦略性が高く、意欲的な計画」（３）

概 要

No. 中期計画

【７－２】

神戸大学が強みを有するEU域内の大学等との連携をはじめとしたネットワークの活用による交流の促進、「神戸大学若手教員長期海外派
遣制度」の継続・フォローアップにより、国際共同研究を推進するとともに、地域に位置するスーパーコンピュータ「京」、大型放射光施設
「SPring-8」等の世界有数の科学技術インフラを活用した研究を強化し、影響力のある学術研究成果（引用度トップ１％論文）を150報
創出する。

【８－２】
研究人材の多様性を確保するため、優れた若手研究者、外国人研究者及び女性研究者の採用を促進する支援プログラムを実施するととも
に、独立研究スペースの確保、支援人材の配置、外国人用の住環境整備、子育て両立支援制度等により研究環境を整備する。あわせて、
能力向上の研修会等の育成手段を整備し、国内外大学等との人材交流の活性化・国際ネットワーク形成に資する人事制度の拡充を行う。

【11－１】
教員と学生が一体となった「ユニット交流システム」を活用して世界トップレベルの研究チームを誘致するとともに、外国人研究者の増加に対応
するようにワンストップ・サービス化など研究環境を整備する。また、これまで評価を得てきた「神戸大学若手教員長期海外派遣制度」を更に充
実させ、これらの施策により、国際共同研究を促進し、国際共著論文を倍増させる。

【11－２】

海外オフィス等の拡充や海外大学との連携強化により、国際シンポジウム・セミナーの開催、国際産学共同研究の実施を活発化する。特に、
EU域では研究開発・イノベーション政策Horizon2020の日本プロモーション・プロジェクトの幹事大学として積極的に共同プロジェクトを企画す
る。東・東南アジアでは160を超える学術交流協定大学のネットワークを活用し、北米では中核大学と学術交流協定を締結することにより、新
たなプロジェクトやシンポジウムを実施する。

【19－４】
40歳未満の優秀な若手教員が活躍できる場を全学的に拡大し、教育研究を活性化するため、若手教員の雇用に関する計画に基づき、退
職金に係る運営費交付金の積算対象となる教員における若手教員の比率が22％以上となるよう、雇用拡大に向けた取組を促進する。（平
成29年3月追加認定）


